














 

「世界はこのまま分断していくのか」 

 ちょうど桜が舞い散る季節であり、「いろはにほへと ちりぬるを（色鮮やかに咲いた花々もいつかは散ってしまう）」の

「いろは歌」の最初の文節が浮かぶ。第２次世界大戦後、国際秩序であるブレトンウッズ体制が構築されてから 80 年

以上が経つが、この体制をベースに形成されてきた民主主義、自由主義、法の支配という「色鮮やかに咲いてきた」

国際的な価値観も、この文節のように散ってしまうのだろうか。この価値観の中心であった米国が、トランプ大統領によ

って、戦争という「どす黒い」価値観に転換し始めており、世界もこのまま分断して衰退していくのであろうかという懸念が

これまで以上に高まっている。 

ただし、過去を振り返れば、「色鮮やかに咲いてきた」国際的な価値観はトランプ政権の第１期において既に散って

いたとも言えよう。ブレトンウッズ体制が創設 75 周年を迎えた２０１９年７月に、既に貿易紛争に代表される米国・中国

二大国間の対立構造が国際秩序の枠組みの中心であるＧ７とＧ20 サミットを機能不全にさせてしまった。そこにはＧ７

における「米国 ｖｓ Ｇ６」と、Ｇ20 における「既存の国際秩序 ｖｓ 新秩序の希求」という二つの対立構造があった。特

に、前者の分断化の危機が露呈した 19 年８月にフランスで開催されたＧ７サミットでは各国の足並みがそろわず、事

実上、首脳宣言が形骸化した。この背景には、当時の米中貿易紛争におけるトランプ大統領の経済的相互依存関

係を武器とする外交手法があった。これが、安全保障の抜本的な見直し、技術覇権の争いなどに発展し、友好関係

にあった国・地域同士の外交問題を深刻化させてきた。 

つまり、この時以来、世界の分断化への流れを助長しているのは、トランプ大統領が経済的あるいは安全保障上

の相互依存を交渉カードとして利用しながら"勝者のない"外交を続けていることである。米国は各国の国内情勢を踏

まえつつ、この二つの相互依存を一種の"武器"として利用している。極端に言えば、経済的・安全保障上の相互依

存を"人質"にして、強制的に発動する追加関税措置などの経済的制裁、あるいはＮＡＴＯ（北大西洋条約機構）から

の離脱をほのめかすなどの"制裁ツール"の乱用である。これが、相互の報復の連鎖を生み、予期せぬ２国間あるい

は国際的な集団防衛組織との関係悪化を招いている。これは他国間の関係にも負の影響を及ぼし、経済あるいはＮ

ＡＴＯなどの安全保障のネットワークから自国を隔離し、これまでの国際的な協調よりも、自国第一主義という方向への

積極的な活動につながるという危険性をはらんでいる。これにより、新たな経済のブロック化が生まれ、新たな政治の

ブロック化と結び付き、これまでの政治・経済交流の前提は根本から覆される。交流が盛んだった国・地域同士であ

ればあるほど、経済的にも政治的にも地域が分断されることとなる。各国内でも国内情勢を優先する極端な価値観が

優勢となり、国際協調か国内重視か、あるいは資本主義か社会主義かなどの価値観の二極化が進む。このような

国および地域の内外の分断が進めば、当然ながら既存の国際協調の枠組みが変化することとなろう。金融政策、

為替政策、産業政策、貿易政策が国際協調よりも自国主義となり、国際経済・金融システムの安定が損なわれる

可能性が高くなる。さらに、このような経済の相互依存関係を人質に取る外交問題への発展は、企業を「これまでの

交易条件を前提に財・サービスの貿易取引ができなくなる」という悪循環に陥らせ、世界の実体経済にマイナスの影

響を与えていく。 

このようにトランプ大統領が"勝者のない"外交を続けていることによる負の影響は第１次政権から始まっており、第２

次政権における経済面での相互関税、安全保障面での米国・イスラエルとイランの戦争によって地政学およびマクロ

経済上の「パンドラの箱」を開けてしまった感がある。「ＴＡＣＯ（Ｔｒｕｍｐ Ａｌｗａｙｓ Ｃｈｉｃｋｅｎｓ Ｏｕｔ）」（＝トランプはいつも

おじけづいて妥協する）とやゆされるとおり、まだ辛うじて開けていないとも言えるものの、米国が「ＭＡＧＡ（Ｍａｋｅ  Ａｍｅｒｉｃａ 

Ｇｒｅａｔ Ａｇａｉｎ）」（＝米国を再び偉大な国へ）という自国第一主義に固執している間に、米国抜きで経済的な国際

協調あるいは安全保障を再構築した方がいいとの考え方、すなわち「ＭＡＧＡ（Ｍａｋｅ  Ａｍｅｒｉｃａ Ｇｏ Ａｗａｙ）」（＝米国

は不要に）という考え方が生まれる可能性がある。その場合、中国、ロシアが暗躍し、さらなる混乱を生む可能性も否

定できない。 

冒頭の「いろは歌」に戻るが、次の文節である「わかよたれそ つねならむ」、つまり「この世の天下は誰にとっても永

遠ではない」ということを、トランプ大統領を含め各国の首脳にご理解いただければと切に願う。（４月 10 日執筆） 

株式会社大和総研 金融調査部 主席研究員 内野 逸                                              



 

 

 

 

「情報を資産に変えるまち工場のデジタル化」 

 今回は、顧客情報を軸に独自の業務管理を育て、事業の強みを磨いた金属加工業の事例です。大

阪府東大阪市にある株式会社エストロラボは、「細穴屋」と称する女性社員だけの細穴加工専門の

まち工場です。創業者はもともと、まち工場とは縁がありませんでしたが、細穴放電加工と出合い、

女性社員が結婚、出産、介護などライフステージの変化を迎えても働き続けられる会社を目指して

創業しました。こうした思いがあるからこそ、特定の人の経験や勘に頼るのではなく、知恵や判断

を会社の力として蓄積する経営を志してきました。 

 その姿勢は、デジタル化の進め方にも表れています。同社は創業後の早い段階から、内製でシス

テム化を進め、それを育てていく道を選びました。理念に共感したシステムエンジニアの参加を機

に、納品書のデジタル化から始め、見積もり、顧客情報、製造管理などへと対象を広げていきまし

た。既製のシステムに業務を合わせるのではなく、実際の仕事の流れに即して必要な機能を積み重

ねてきたのです。 

 中でも重要なのは、業務管理の中心に顧客を置いた点です。見積もりでは、加工時間だけでなく、

段取りの難しさや過去の対応実績も判断材料になります。納品前の確認事項や注意点も、顧客ごと

に異なります。自社だけで完結しない案件では、協力会社との連携も欠かせません。そこで同社は、

見積もり、納品、顧客ごとの注意事項、過去の履歴を顧客情報にひも付けて扱う仕組みを整えてき

ました。まち工場でありながらサービス業のような事業モデルを志向する創業者の発想を形にする

とともに、属人化しやすい業務を会社全体で共有できる基盤へと育ててきたのです。 

 もう一つ見逃せないのは、「すべてためる」という姿勢です。過去の取引履歴や顧客情報、成功

や失敗の記録を捨てずに残し続けることで、将来の判断に生かせる資産を築いてきました。また、

多様な働き方を可能にするため、協力会社と連携する仕事も育ててきました。エストロラボにおけ

るデジタル化の本質は、顧客との関係や現場のノウハウを会社の資産として蓄積し、それを支える

仕組みを内製で育てながら、小さな会社でも仕事を継続的に回せる体制を築いてきた点にあります。  

（この事例は筆者取材時のものであり、現在では異なる場合があります） 

PwCコンサルティング合同会社 

PwC Intelligence 

シニアマネージャー大川 真史 



 

 

 

「日本女性の地位向上に努めた津田梅子」 

津田梅子は１８７１（明治４）年、岩倉使節団の留学生として満６歳で米国へ渡り、11 年後に

帰国した。ただ、政府は彼女に仕事を用意しなかった。エリートと結婚して良き妻、賢い母にな

ることを期待されていたのだ。けれど梅子は、愛無き結婚は選ばなかった。 

そんな梅子に救いの手を差し伸べたのが、岩倉使節団で面識のあった伊藤博文だった。伊藤

は梅子を自分の妻と娘の家庭教師とし、さらに新設された華族女学校の教授補にしたのだ。教

員となった梅子は、授業で海外小説を取り入れたり、会話や作文を重視したりするなど米国的

な手法を試み、生徒と一緒にテニスやゲームをするなど全人的な教育を行った。そうした中で、

「自分の学校をつくって政府に縛られない自由な教育を行い、自立した日本女性を育てたい」

と思うようになった。そのためにはもっと高い教養が必要となる。そこで梅子は、長期休暇とい

う形で在任のまま、なんと米国のブリンマー大学（女子大）へ留学したのである。帰国後の１９０

０（明治 33）年当時、寄付や協力を募って学校創設の準備を進め、梅子は華族女学校を辞め、

女子英学塾（後の津田塾大学）を創設したのである。入学生わずか 10 人の小さな学校だっ

た。 

人々は、安定した地位をなげうち、無給で教え始めた梅子の勇気に仰天した。 

開校式で梅子は「大切なのは学校の設備ではなく、教師の熱心と学生の研究心だ」と語り、

個に応じた少人数教育の利点を説き、英語教員になるための英語力の習得に加え、オールラウ

ンド・ウーマン、すなわち広い視野を持つ女性の育成を目指すと公言した。 

生徒は皆寄宿舎に入れたが、それは家事から解放して勉強に専念させるため。また、教員が

生徒と密に接することで、良い影響を与えようとしたのだ。実際、梅子は生徒と朝食を共にし、

土曜の夜はダンスをしたり、いろいろと語り合ったりした。 

女子英学塾の教育は評判になって学生が殺到した。１９０４（明治 37）年には専門学校とし

て認可され、さらに翌年、女子英学塾を卒業すれば国家試験を受けずに英語科の教員免許が

与えられることになった。 

梅子は、厳しい教員だった。少しでも英語の発音が違うと「ワンスモア」と机をたたきながら

繰り返し言わせた。授業に当たっては徹底的な予習を求め、その上で授業中にたびたび学生の

意見を求めた。ただ、納得できなければ教員と議論することも許した。自分で考えることの大

切さを教えたのだ。そして、「女性の能力と価値、信頼を受けるに足る事を社会に証明せよ」と

励ました。こうして女子英学塾からは自立した学生が次々と巣立ち、虐げられてきた日本女性

の地位を大いに向上させたのである。 

歴史作家  

河合 敦 



 

 

 

 

 

 

激しく変わりゆく今の世界のただ中にあっても、 

揺るぎない確かな心を持って静かに生きてゆきたいものだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

書道家 

金澤 翔子 

《 ビジネス読本 ｖｏｌ．292》

 

 








